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マーケットレポート

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

Ｊ－ＲＥＩＴ見通し

 6月のJ-REIT（東証REIT指数）は、前月末比－0.98%の1,724.02ポイントで引けました。予想配当利回りは4.67％(時
価総額加重平均)、国内長期金利(10年国債金利)1.04％となり、イールドスプレッド(予想配当利回りと10年国債金利の
差)は3.63％となりました。

 日銀による今後の金融政策への思惑等から国内長期金利の影響を受けやすい相場展開が続いています。引き続きJ-REIT
の予想配当利回りは2017年を上回る水準まで上昇していることや、国内株式（TOPIX）に対する下方乖離幅が過去最高
水準にあることは、長期的にはJ-REIT（東証REIT指数）にとって買い材料となると予想されます。

【 東証ＲＥＩＴ指数（配当除き）の推移 】 【 Ｊ－ＲＥＩＴの予想配当利回りと新発10年国債金利、スプレッド 】
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